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臨床研究、国際保健など

研究内容





神経学的所見の
有病割合オッズ比

有明 御所浦 水俣
全身の感覚障害 1 1.1 (0.1-12) 20 (2.6-150)

四肢感覚障害 1 1.4 (0.9-2.2) 13 (8.8-19)

口周囲感覚障害 1 6.1 (0.8-47) 110 (16-820)

失調 1 1.8 (1.3-2.5) 8.3 (6.0-11)

構音障害 1 3.3 (1.9-5.7) 22 (13-38)

振戦 1 1.8 (1.1-2.8) 7.2 (4.6-11)

病的反射 1 1.7 (0.9-3.2) 4.7 (2.6-8.6)

(Yorifuji et al., Epidemiology 2008)
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結果の解釈の仕方

• 比較をする場合

– １（倍）というのは関係がない

• 何倍と95%信頼区間

何倍
増えてるか

95%信頼区間

同じような研究を繰り返すと、（100回施
行したら95回以上）その区間の中に真
の測定値を含むというもの

どうしても結果にはばらつきがあるので、
結果はその区間をばらついているのでは
ないかと考える
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有機フッ素化合物の健康影響

• European Food Safety Authority （欧州食品

安全機関）によると

– コレステロール、肝機能、出生体重、免疫などへ
の影響があるのではないかという疫学知見

–アレルギー、心血管系疾患、糖尿病、肥満、発が
んなどに関する知見は不十分

EFSA CONTAM Panel (EFSA Panel on Contaminants in the Food Chain), Schrenk D, Bignami M, Bodin L, Chipman JK, del Mazo J, Grasl-
Kraupp B, Hogstrand C, Hoogenboom LR, Leblanc J-C, Nebbia CS, Nielsen E, Ntzani E, Petersen A, Sand S, Vleminckx C, Wallace H, 
Barregard L, Ceccatelli S, Cravedi J-P, Halldorsson TI, Haug LS, Johansson N, Knutsen HK, Rose M, Roudot A-C, Van Loveren H, Vollmer G, 
Mackay K, Riolo F and Schwerdtle T, 2020. Scientific Opinion on the risk to human health related to the presence of perfluoroalkyl
substances in food. EFSA Journal 2020;18(9):6223, 391pp.https://doi.org/10.2903/j.efsa.2020.6223



中間報告

• 2023年10月23日吉備中央町
より健康影響の評価を依頼

• まずは既存情報である特定
健康診査等のデータ分析

• 11月17日の健康影響対策委
員会でも議論



目的

• 吉備中央町住民を対象

–円城浄水場からの水道の供給を受けていた地区に
居住する住民（「円城地区」）

–それ以外の地区に居住する住民（「それ以外の地
区」）

• 下記を比較

– 2022年度特定健康診査・後期高齢者健康診査結果

–過去10年の早産・低出生体重児の出生割合



対象者

• 特定健康診査・後期高齢者健康診査の分析

–吉備中央町における2022年度特定健康診査・後
期高齢者健康診査受診者で、分析対象となる血
液検査項目に関するデータに欠損のない者

• 早産・低出生体重児出生数の分析

–吉備中央町において2013年4月～2023年9月の
間に出生した者



曝露指標

•有機フッ素化合物の曝露指標
として居住地域（「円城地区」
と「それ以外の地区」）を利用



結果指標

• 特定健康診査・後期高齢者健康診査の分析

– ＬＤＬコレステロール、ＨＤＬコレステロール、トリグ
リセライド

– ＡＳＴ（ＧＯＴ）、ＡＬＴ（ＧＰＴ）、γＧＴＰ

• 早産・低出生体重児出生数の分析

–早産・低出生体重児の出生割合

• 早産（妊娠期間37週未満）

• 低出生体重児（出生体重2500ｇ未満）



解析方法

• 属性の比較

• 多変量解析

–特定健康診査・後期高齢者健康診査の分析

• 性別、年齢、肥満指数の偏りを調整（加味）

–早産・低出生体重児の出生割合

• 性別、両親の年齢の偏りを調整（加味）

• 2013年4月～2018年3月と2018年4月～2023年9月とに
分けた解析も実施



2022年度の特定・後期健診結果
それ以外

(合計人数=792)
円城

(合計人数=107)

性別、人数（％）

男性 368 (46.5) 53 (49.5)
女性 424 (53.5) 54 (50.5)
年齢、人数（％）

<60 97 (12.3) 14 (13.2)
60-69 207 (26.1) 25 (23.6)
70-79 432 (54.6) 55 (51.9)
>=80 56 (7.1) 12 (11.3)

BMI、人数（％）

<25 612 (78.6) 86 (80.4)
25-29 146 (18.7) 17 (15.9)
>=30 21 (2.7) 4 (3.7)



2022年度の特定・後期健診結果
基準値以上の方/

人数（％）
調整有病割合比
(95% 信頼区間)

LDLコレステロール基準値以上

円城 27 / 94 (28.7) 1.29 (0.91 - 1.82)
それ以外 167 / 730 (22.9) 1 (reference)

HDLコレステロール基準値未満

円城 5 / 94 (5.3) 1.39 (0.57 - 3.38)
それ以外 29 / 729 (4.0) 1 (reference)

トリグリセライド基準値以上

円城 14 / 94 (14.9) 1.02 (0.62 - 1.67)
それ以外 112 / 729 (15.4) 1 (reference)

AST(GOT)基準値以上

円城 10 / 104 (9.6) 0.93 (0.5 - 1.75)
それ以外 80 / 766 (10.4) 1 (reference)

ALT(GPT)基準値以上

円城 11 / 104 (10.6) 1.28 (0.7 - 2.35)
それ以外 65 / 766 (8.5) 1 (reference)

γGTP基準値以上

円城 18 / 104 (17.3) 0.86 (0.56 - 1.32)
それ以外 164 / 765 (21.4) 1 (reference)
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それ以外の地区に比べ円城地区が
何倍高いかを図示してみると

各項目で有病割合比のばらつきはあるものの、
どの項目も円城地区で有意に高くはなかった



2013～2023年の出生児の比較

それ以外
(合計人数=434)

円城
(合計人数=73)

性別、人数（％）

男児 216 (49.8) 37 (50.7)

女児 218 (50.2) 36 (49.3)

母親の年齢

平均（標準偏差） 31.4 (6.1) 32.4 (5.5)

父親の年齢

平均（標準偏差） 33.6 (6.9) 34.7 (6.0)



2013～2023年の早産・低出生体重児の比較

早産又は低出生体重児/
出生数（％）

調整有病割合比
(95% 信頼区間)

全体

早産

円城 1 / 72 (1.4) 0.46 (0.06 - 3.37)

それ以外 15 / 429 (3.5) 1 (reference)

低出生体重児

円城 5 / 73 (6.8) 0.87 (0.35 - 2.15)

それ以外 39 / 434 (9.0) 1 (reference)

全期間での解析でも、期間を２つに区切った解析でも、円城地区とそれ以外の地域で、
早産や低出生体重児の割合に有意な差は見られなかった



2013～2023年の早産・低出生体重児の比較

早産又は低出生体重児/
出生数（％）

調整有病割合比
(95% 信頼区間)

2013年4月～2018年3月

早産

円城 0 / 43 (0) 推定できない
それ以外 11 / 244 (4.5) 1 (reference)

低出生体重児

円城 3 / 44 (6.8) 0.75 (0.23 - 2.39)

それ以外 25 / 244 (10.2) 1 (reference)

2018年4月～2023年9月

早産

円城 1 / 29 (3.4) 1.53 (0.19 - 12.22)

それ以外 4 / 185 (2.2) 1 (reference)

低出生体重児

円城 2 / 29 (6.9) 1.06 (0.25 - 4.47)

それ以外 14 / 190 (7.4) 1 (reference)



補足解析

• 特定健康診査・後期高齢者健康診査の分析

–実際の検査値

• 早産・低出生体重児出生数の分析

–在胎期間や出生体重自体

• 同様に有意な差は見られなかった



今後の予定

• 特定健康診査・後期高齢者健康診査の分析

– 2022年度以前のデータも用いて、経年の評価

• 早産・低出生体重児出生数の分析

– 2013年度以前のデータに遡るよりも、前向きに評
価をしていくことを想定


